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会長挨拶

　「歯科医師会に入るメリットって何？」都会で開業する大学時代の友人や，今はまだ勤務医の後輩か

ら度々聞かれる質問です。おそらく多くの先生が同じ質問をされた経験をお持ちではないでしょうか。

恥ずかしながら私自身，開業前には同じような質問をしたことがあるのも事実です。しかし，開業準備

の段階から同窓や地区歯科医師会の先生方にアドバイスをいただき，自然な流れで入会し，開業後も手

取り足取りご指導いただく中で「会に入るメリット」というものを敢えて意識することは無くなりまし

た。そして開業後すぐに県歯医療管理部へ出向させていただき，診療後や休日に黙々と膨大な会務に当

たられている先輩方の姿を目の当たりにした時のことを今でも鮮明に覚えています。私たちが日々，自

身の医院において不自由なく診療にあたることができるのは実に多くの支えがあってのこと。医療管理

部を通して県歯科医師会の会務に携わらせていただく機会を得たことは，私にとってはパラダイムシフ

ト（価値観の転換）であり仕事観・人生観に大きな影響を及ぼし，多くの刺激と学びを今なお与えてく

れています。

　昨年７月に西岡執行部に加えていただいた時には分不相応，私のような若輩では執行部はもとより会

員の先生方にもご迷惑をおかけするかもしれない。大きな不安はありましたが，「会務を通して誰かの

役に立てるチャンスが巡ってきたのではないだろうか。歯科医師会はメリットを享受するだけではな

く，周囲や社会に役立つための手段であり，少なくとも私には『奉公』する義務がある」との思いから

今に至ります。結果はやはり多くの先輩方にご迷惑をおかけしながら医療管理部での会務にあたってお

りますが，任期前半では「HIV陽性者歯科診療ネットワーク」の構築において会員の先生方の全面的な

ご協力をいただき，また「歯科衛生士支援事業」においては岡山県歯科衛生士会と岡山高等歯科衛生専

門学院からのご協力により目標達成に一歩ずつ近づいております。

　２年間の任期，残り僅かな時間に十分な働きができるとは思っておりませんが精一杯努めて参ります

ので，厳しくご指導いただければ幸いです。そして私と同世代，30代40代の先生方，これまで先輩方に

負んぶに抱っこで指示されるがままであった会務にもう一歩深入りしてみませんか？そこには外からは

分からなかった歯科医師会の価値と，それらを築き上げて来られた先人達の労苦からの学びが山のよう

に溢れています。きっとこれまでとは少し違った景色が見えるのではないでしょうか。

　  「 奉  公 」

　　　　　  一般社団法人 岡山県歯科医師会

　　　　　　　　 　   　理　事　本　多　浩　三
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地区・本会連絡協議会

　令和４年８月25日㈭午後８時より，本会会館もも丸ホールにおいて標記協議会が開催されました。各

地区歯科医師会の会長19名の出席をお願いし，感染防止対策を十分に講じた上で行われました。　　　

　

【会長挨拶】
　平日の遅い時間に関わらずご参集いただきあり

がとうございます。また平素より本会，連盟，学

院と多岐にわたりご支援賜り厚く御礼申し上げま

す。特に７月の参議院選挙で結果を出せましたこ

とは，先生方が思いを一つに支援の輪を広げてく

ださったおかげです。これで我々の思いを政府に

伝える体制が整いました。しかし国の制度は「棚

から牡丹餅」という訳にはいきません。要求は戦

い取らねばなりません。また，一度手に入れたものでも戦い守らなければ奪われてしまいます。今後も

“自分の身は自分で守る，自分達の未来は自分達の手で切り拓く” という信念を貫いて参ります。

　学院に関しては，運営協議会の委員選定にご理解とご配慮をいただきありがとうございました。会立

である学院を会員が一丸となって支えることが大切です。そのためには今まで以上に開かれた学院であ

るべきだと思いますので，先生方には運営協議会の場で忌憚ないご意見を戴きたく存じます。

　二点報告があります。一点は別館の南隣地購入の話が物別れに終わることになりました。酒井執行部

からの後進への思いをしっかり受け取ることができず大変申し訳無い気持ちです。今後は慎重に協議を

重ね，学院の改修工事に取り掛かりたいと思います。

　もう一点は私の思いについてです。今回の参議院選挙とコロナ禍を通して，医療がどのような形で政

治に関わり，なぜ連盟活動が必要なのか，目の当たりにされご理解いただけたと思います。連盟の活動

と本会の活動はいずれも会員のためであり会員益につなげるための活動です。そして更には歯科界の発

展のためであり延いては国民の福祉の向上に繋げるためです。岡山県歯科医師会の会員が一丸となって

目の前の現実に是々非々で取り組んで参りたいと思います。そのためには連盟と本会は一体であるべき

だと考えています。ぜひその理念を小見山連盟会長と力を合わせて現実化していきたいと思っていま

す。方法論については拙速，傲慢にならないよう機会がある毎に会員の先生方に思いを伝え，ご意見と

ご理解を求めていくつもりです。

　任期は残り約10か月ですが，つつがなく終えるという守りの姿勢ではなく常に攻める姿勢で臨んで参

ります。先生方の更なるご理解とお力添え賜りますよう，宜しくお願い申し上げます。
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【報　告】
１．本　会

⑴　公衆衛生部　　黒木常務理事・土肥理事　

　　・　日本学校歯科医会　現在	県下273名。学校歯科医の先生方は是非入会していただきたい

　　・　岡山県がん医科歯科連携協力医について　岡大と協議し，システム構築目指す

　　・　県委託事業　歯科往診普及センターについて　予算に応じた活動をお願いしたい

⑵　医療管理部　　本多理事

　　・　ＨＩＶ陽性者歯科診療ネットワークについて　登録医院308件（38.2％）。年度内のシ

　　　　ステム運用開始めざす

　　・　歯科衛生士支援事業の進捗状況と今後の事業案内について

　　・　新型コロナ関連　待機期間，保健所対応等について随時情報提供行う

⑶　調査事業部会　森田理事

　　・　11月実施予定の経営実態調査および会員意識調査について

⑷　総務部（会館運営事業部会）　北山理事

　　・　会議室の使用について　退室時間は厳守。キャンセルはできるだけ早く，当日は避ける

⑸　厚生部（共済事業部会）　北山理事

　　・　県歯共済と日歯の新型コロナ感染被害見舞金について　対象期間の締切と現状報告

　　・　日歯福祉共済の変更点について

　　厚生部（文化事業部会）　北山理事

　　・　今後の予定と秋のテニス・ゴルフの開催について

⑹　社会保険部　後藤理事・佐伯理事

　　・　後期高齢者医療費負担割合の見直し（２割）について　県下30万人の２割の約６万人対象

　　・　オンライン資格確認について　令和５年４月原則義務化。補助金の増額とシステム導

　　　　入の流れ説明

⑺　学術部　清水常務理事・森田理事

　　・　岡山県歯科医師会口腔がん研修会（岡山市歯科医師会併催）開催報告

　　・　今後の事業予定について　秋季歯科医学大会，ODAシミュレーションコース等

　　・　日歯生涯研修セミナーについて　今後の予定，サテライト開催，参加登録のお願い

⑻　情報管理部　清水常務理事・久門田理事

　　・　新規HPの進捗状況について

　　・　G-mail登録の更なるお願い　情報提供手段の単一化を目指す

　　・　地区内における情報伝達網に関するアンケートについて

⑼　広報部　中村常務理事

　　・　歯科衛生士の社会的認知度を高める事業報告

県歯報告
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⑽　会務報告　南	専務理事

　　・　新型コロナウイルスに関する現状

　　・　G-mailについて　伝達方法の一元化目指す

　　・　災害義援金　医院窓口協力の終了について

　　・　日歯の会長予備選挙　選挙人の公募については前回と同様

２．連　盟　小見山連盟会長

	・　参議院選挙ご協力のお礼と総括

３．学　院　黒木学院教務部長

	・　学院運営協議会　各地区歯科医師会からの委員選出のお礼

４．歯科医師国保組合　南	岡山県支部常務理事

	・　生活習慣病健診の２種３種組合員の補助600円増額

５．選挙管理委員会　南	専務理事

	・　会長予備選挙　令和５年４月19日公示。５月14日投開票。県下４か所に投票所設置に伴い

　　地区歯科医師会へ協力のお願い

【質疑・協議（要旨）】
Q．	三宅教夫	井原歯科医師会会長

	 歯科往診普及事業においての旧式ポータブルＸ線撮影装置が不要になり処分したいのだがどうす

ればよいか。

A．	南	専務理事

	 Ｘ線撮影装置は廃棄時にも保健所へ届け出が必要。公衆衛生部，医療管理部と検討し，後日回答

したい。

Q．	大森	潤	倉敷歯科医師会会長

　　①学院の学生の人材育成には支部としてもできるだけ協力したい。広報部の「歯科衛生士の認知

度を高める懸賞付き広告」のようなユニークな企画を続けてほしい。

　　②連盟については選挙時だけでなく今後も顔が見える活動を期待したい。各地区の連盟支部の活

用方法をご教示いただきたい。

A① 黒木学院教務部長

	 歯科衛生士不足の根本的な問題には社会的認知度を上げることが必要だと認識している。今後も

広報活動等続けていく。

県歯報告
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A②	小見山連盟会長

	 今後も山田議員と直接話せる機会は設けるつもり。地区連盟支部は先生方のおかげで設立でき

た。ご意見ご提言いただきながら活用していきたい。

Q．中島	啓一朗	瀬戸内歯科医師会会長

　　①技工士不足には危機感を持っている。岡山歯科技工専門学院を県歯で運営していくのはどうか。

　　②か強診の施設基準には訪問診療の実施回数が必要であるが，訪問診療は患者の希望がなければ

実施できない。そのような基準はいかがなものか。

A①	壺内智郎	岡山市歯科医師会会長

	 県歯からの協力は心強く感じている。厳しい状況だが引き続き前向きに取り組みたい。

A①	西岡会長

	 技工士育成のためにも岡山歯科技工専門学院との紐帯を強めていく。あらゆる側面から協力する

つもりなのでぜひご意見，アドバイスいただきたい。

A②	田頭常務理事

	 チャンスがあれば意見していきたい。

Q．中川清志	御津歯科医師会会長

	 県歯からの連絡方法については，少し強引でもFAXを廃止しメールに一本化してはどうか。

A．南	専務理事

	 完全にメールのみにすることは難しいかもしれないが，今年度中にはFAXかメールかでご要望

をお聞きし，まずは，重複しないように進めていきたい。

【閉　会】　木村副会長

県歯報告
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令和４年度
中国・四国地区歯科医師会連合会役員連絡協議会

　令和４年９月３日㈯午後２時から標記協議会が鳥取県歯科医師会担当でWebにて開催され本会三役

４名が出席した。今回も７月からの新型コロナ感染症急拡大を受けてのWeb開催となってしまい，早

期の実開催が望まれる。

　鳥取県歯科医師会渡辺会長の挨拶の続き，堀	憲郎日歯会長，高橋	英登日歯連盟会長，山田	宏参議院

議員の来賓挨拶の後，協議が行われた。

　協議には島根県歯科医師会より「歯科医療分野におけるネットワーク基盤に関する各県の対応」鳥取

県歯科医師会からは「歯科医院における各種ハラスメントへの対応」の２題が提出され，それぞれ各県

の実情，対応の報告がなされた。

　「歯科医療分野におけるネットワーク基盤」については，各県共岡山県における「晴れやかネット」

に該当する医療ネットワークが存在するものの，得られる情報の有効性と接続に伴うランニングコスト

の両面から歯科における活用は進んでいないとの報告がなされた。

　また，「ハラスメントの対応」については，事例が発生した際の歯科医院の人員構成を考えたとき，

医院内部での委員会設置の上で内部での解決には限界があり，歯科医師会としての対応も必要であると

の示唆がなされた。本会においては既に会報で周知のとおり相談窓口を設置の上，対応にあたることと

している。

　最後に本会西岡会長から，今回のオンライン資格確認の原則義務化とそれに伴う療養担当規則への記

載に対して，今後の日歯の対応への要望があり閉会となった。

（専務理事　南	哲之介）

令和４年度 中国・四国地区歯科医師会連合会会長表彰

　地域医療に長年にわたり貢献された先生方の表彰が行われ，岡山県からは，福山勝久先生（勝英），

川上純生先生（笠岡・小田），矢尾尚武先生（都窪），西井一道先生（笠岡・小田）が晴れの栄誉を受

けられました。ここにご受賞を衷心よりお祝い申し上げ，今後ますますのご活躍を心より祈念いたし

ます。
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令和４年度 中国・四国地区歯科医師会連合会
災害歯科保健医療担当者連絡協議会

　令和４年９月３日㈯，鳥取県歯科医師会が主催となり中国・四国地区歯科医師会連合会災害歯科保健

医療担当者連絡協議会がWebにて開催された。日本歯科医師会から小玉	剛常務理事，東京医科歯科大

学から中久木	康一先生が出席され，１．自治体との防災訓練や災害対策会議への参画　２．歯科医師

会館の防災体制や事務局の事業継続計画（BCP）　３．災害時の他県への支援体制，受援体制の協議題

について中国四国地区歯科医師会災害歯科保健医療担当者が現状を報告した。

　想定される災害は主に南海トラフ地震で，全般的に地震によって甚大な被害が予想される高知県を中

心とした太平洋に面している県は行政や大学，地域との連携がより具体的に協議がなされている印象で

あった。一方他県はまだこれから議論を詰めていくところも多く，危機感という意味では若干温度差が

あるように感じられた。仕方ないところではあるが，熱心に対策している県から対面形式で話を聞く機

会があれば意識の変化や議論が深まったのではないかと思われた。

（理事　土肥範勝）

令和４年度 中国・四国地区歯科医学大会

　令和４年９月４日㈰，中国・四国地区歯科医学大会がWebにて開催された。渡部隆夫鳥取県歯科医師

会会長の挨拶の後，「災害時の歯科保健医療～地域連携と職能連携～」と題し，東京医科歯科大学大学

院医歯学総合研究所　救急災害医学分野　中久木	康一先生の講演が行われた。

　講演では発災直後から避難所などでは誤嚥性肺炎を含む呼吸器感染症が増加することから，歯科によ

る食の支援と口腔ケアの重要性が示された。また，情報収集ではとにかく短時間で全体を把握すること

の重要性に触れられ，そのうえで，別チームへスムーズに引き継ぎを行うためにもアセスメントの標準

化や，広域災害においては他県の支援やJDAT（日本災害歯科支援チーム）を受け入れながらの体制再

構築が必要で，行政がコーディネートを行った場合に内部に歯科関係者が少ないことをフォローできる

よう日頃から密に連絡を取り合う大切さを説かれていた。

　昨今の自然災害を振り返ると想定外だったという言い訳はすべきではないと思う。関係各所との話し

合いは当然として，平時からいつ起こるか分からない自然災害に対して備蓄や設備投資にどれくらいコ

ストがかけられるのか，そのような議論も進めておかねばならないと改めて感じることができた。

（理事　土肥範勝）
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　来年４月からオンライン資格確認が原則義務化さ

れるが，原則とはいえ一律義務化に近い。

　医療ＤＸへの取り組みは時代の流れであり，その

為の基盤構築の必要性は充分に理解できる。しかし

ながら半年後の一律義務化はあまりにも拙速であ

り，そのタイミングが今なのか甚だ疑問である。ま

して導入にあたり療養担当規則を盾に取るのは強権

的で強引な手法である。マイナンバーカードがもっ

と国民に普及した段階で議論されるべき事案であろ

う。現段階にあっては，導入に踏み込めない会員の

意向を汲み，幅広い例外規程を設けるべきである。

　また医療情報の開示にあたっては医療機関の窓口

で患者の承諾をその都度得ることになるが，医療情

報というのは患者にとって重要な個人情報である。

医療情報を開示するということがどういうことなの

か，具体的にどのような情報が開示されるのか，国

民によく説明をし理解と承諾を得る責務は国や保険

者にある。政府は「国民に丁寧に説明」という言葉

をよく使うが，丁寧な説明も後追いではなく，実施

に先んじて行ってこそ意味がある。事前にしっかり

説明を受けていない患者からすれば個人情報の漏洩

と受け取る内容があるかもしれないしセキュリティ

ーにも不安は残る。

　責任の所在を明確にすることもないまま，下知

し，対応を医療機関に押し付けるのはあまりにも無

責任ではなかろうか。

会　長　西岡　宏樹

一 朶 の 雲一 朶 の 雲一 朶 の 雲一 朶 の 雲一 朶 の 雲

令和３年度 第53回
令和４年８月４日㈭
18：30～20：04

１．会長挨拶

　選挙も終わり一つの波が去ったと感じます。今

回の選挙とコロナ禍を通して，医療がどんな形で

政治に関与し連盟活動がなぜ必要なのか，会員の

先生方にご理解いただけたのではと思います。

　組織では特権性と公平性の両方が担保されなく

てはなりません。またどんな理由があろうと組織

で権利を平等に享受する以上は，課された義務を

果たすべきです。本会と連盟の活動は何よりも会

員と会員益につなげるためのものです。その活動

が歯科界の発展，ひいては国民の福祉の向上に寄

与することに繋がります。そのために本会会員が

一枚岩となり目の前の現実と是々非々で向き合っ

ていく。そんな組織でありたいと思っております。

そのためには本会と連盟は一体化し “一つの組織”

であるべきだと考えています。具体的な方法につ

いては拙速，傲慢にならないよう機会がある毎に

会員の先生方に思いを伝え，ご理解を求めていく
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つもりです。難しい課題であることは重々承知し

ていますが，少しずつこの理念を現実化して参り

たいと思います。

２．報　　告

　【広報部】

　・	令和５年１月から12月の岡歯会報表紙の写真

は黒瀬邦彦先生（高梁歯科医師会）に提供を

依頼

　【学術部】

　・	日歯生涯研修セミナー

	 令和４年10月16日㈰Bチームと令和５年２月

19日㈰Aチームの講演はもも丸ホールでサテ

ライト開催予定

　・	来年度は「インプラント全盛時代の有床義歯

の逆襲（仮）」として学術講演会を企画中。

講師は亀田行雄先生（部分義歯），佐藤勝史

先生（総義歯）へ依頼予定

　【その他】

	 各部委員会　　２件　

	 本会関連の研修会・会議等　３件　

	 連　盟　　　　２件

	 学　院　　　　２件

	 国保組合　　　１件

	 その他　　　　５件

３．行事予定

	 本会行事　　　47件

	 連盟行事　　　８件

	 学　院　　　　６件

	 国保組合　　　２件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　都道府県歯科医師会広報担当理事連絡協議会

の開催と出席依頼について

	 日　時　11月30日㈬　13：00

	 場　所　歯科医師会館　

	 広報部対応

　⑵　「いい歯の日」企画　全国地方紙広告掲載依

頼について

	 公衆衛生部対応

　⑶　岡山中央暴力追放推進協議会定例総会におけ

る書面表決依頼について

	 事務局対応

　⑷　岡山大学公開講座	2022年度	最新歯科医学を

学ぶ歯科医療従事者向け生涯教育「デジタル

時代の歯科医療」開催に伴う周知依頼につい

て

	 日　時　９月１日㈭　17：00

	 　　　　（月１回　４回コース）

	 場　所　岡山大学歯学部講義室並びにWeb

	 メール，HPにて対応

　⑸　令和４年度中国・四国地区歯科医学大会の開

催と会員周知依頼について

	 日　時　９月４日㈰　9：30

	 形　式　Web配信

	 メールにて周知

　⑹　令和４年度「岡山県子どもを健やかに生み育

てるための環境づくり推進協議会」総会の書

面会議に伴う書面表決書の返信依頼について

	 事務局対応

〔検討事項〕

　⑴　糖尿病医療連携体制における慢性合併症治療

医療機関（歯周病）の認定・更新研修会の開

催日・会長挨拶等について

	 日　時　12月18日㈰　10：00

	 形　式　リアルタイムのWeb研修会

	 もも丸ホールで上映会対応

　⑵　衆議院議員	山下たかし突破力セミナーの開

催と出席案内について

理事会
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令和３年度 第54回
令和４年８月18日㈭
18：30～21：10

１．会長挨拶

　辛い時間は長く感じると言われますが，以前私

が沖縄で過ごした３年間もとても長く感じられま

した。沖縄は時間の流れがゆっくり過ぎることも

ありますが，長く感じられたのは辛かったからで

はなく，経験したことのない非日常に満足し最高

に充実していたからだと思います。岡山では時間

の流れが早く残り時間はあと10か月です。役員の

先生方は今一度明確な目標を持って会務に臨んで

ください。目指す目標が無ければ，或いは簡単に

達成できるようなハードルの低い目標であれば人

は挫けることはありません。更なる高みを目指

し，前を向いて歩もうとするから挫折もありま

す。しかし，挫折によって心を強くし胆力が鍛え

られ，人の痛みと苦しみが分かるようになりま

す。居心地の良い場所に成長はありません。先生

方にはぜひとも挫折を恐れることなく前を向いて

進んでいただきたい。執行部発足当日にお伝えし

た「凌雲の志」を今一度奮い起こし，会務に当た

ってください。

２．報　　告

　【公衆衛生部】

　・	がん医科歯科連携について岡大　伊原木准教

授と協議

　【医療管理部】

　・	10月２日㈰開催予定の歯科衛生士ベーシック

コースは，応募数が定員を超えたため抽選で

参加者を決定する

　・	HIV陽性者歯科診療ネットワークは302医療

機関が登録

　・	インボイス制度

　	 会員からの問合せに医療管理部が個別に対応

する

　【共済事業部】

　・	新型コロナウイルス感染被害見舞金　累計22

件

　今日の視点（田頭一晃）

　この執行部の任期も残り約１年となりました。先般，会長より「更なる高みを目指すと言いながら到達

していない。襟を正して初心に帰り，真摯に精進し謙虚にひたむきな努力を」と檄がありました。

　コロナの対応に追われ，各部署それぞれ工夫をして事業を行っておりましたが，慣れなのか？奢りがあ

ったのか？澱んでいたのか？会長から檄を頂き身が引き締まりました。

　任期残りの約１年，初心に帰り悔いが残らないように与えられた責務を理解し，責任を全うするよう

に，改めて「会員益」を追い求め取組んでいきますので，ご指摘，ご提言頂きますようお願いいたします。

	 日　時　９月17日㈯　16：00

	 場　所　岡山プラザホテル

	 連盟対応

　⑶　指導について

５．閉　　会　（清水常務理事）
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　今日の視点（黒木祐二）

　ここ２年コロナ禍のため書面開催なっていた中国地域歯科衛生士養成機関連絡協議会が８月20日に山口県

周南市で対面形式で開催される予定です。主に新型コロナウイルス感染症関係や国家試験，入学志願者減少

について協議される予定です。事前聴取事項等を見ると特に各校入学定員確保に苦慮し，また志願者減少に

伴って学生の質の確保が難しくなっているようです。現在，それについて学院でも本年度，指定校推薦制度

の導入や高校訪問等を実施し対策を行っています。また，今後はやはり根本的に歯科衛生士という職業をア

ピールすることが重要になるのではないかと思っています。本会でも今年度県内高校等に歯科衛生士職につ

いてポスター配布等を行いましたが，今後もこのような広報活動等を行い学院の入学志願者増につなげてい

ければと考えています。

　【その他】

	 各部委員会　　５件　

	 本会関連の研修会・会議等　７件

	 連　盟　　　　２件

	 その他　　　　３件

３．行事予定

	 本会行事　　　39件

	 連盟行事　　　８件

	 学　院　　　　６件

	 国保組合　　　１件

４．協　　議

〔各種依頼事項〕

　⑴　令和４年度	第１回	岡山県国民健康保険運営

協議会の開催と出席依頼について

	 日　時　８月25日㈭　14：00

	 場　所　岡山県庁東棟

	 田頭常務理事出席

　⑵　岡山救急医療研究会	令和４年度幹事会の開

催と出席依頼について

	 日　時　10月８日㈯　11：00

	 場　所　岡山県医師会館

	 清水常務理事出席

　⑶　日本歯科医師会雑誌令和４年11月号『都道府

県学術レポート』欄への執筆依頼について

	 学術部対応

　⑷　令和４年度院内感染対策講習会実施に伴う会

員周知依頼について

	 医療管理部対応

　⑸　第27回うらじゃ「こころ晴れ晴れおかやま魂

～創～」への協賛依頼について

	 承認

　⑹	「厚生労働大臣	加藤勝信	氏	に期待します」

への協賛広告（名刺広告）案内について

	 承認

〔検討事項〕

　⑴　大阪歯科大学岡山県同窓会創立90周年記念式

典・記念講演・祝賀会の事前案内について

	 日　時　11月23日（水・祝）　14：30

	 場　所　ホテルグランヴィア岡山

	 西岡会長，小見山副会長，南専務理事出席

　⑵「令和４年度おかやま健康づくり月間」の実施

に係る後援名義の使用承諾願いについて

	 承認

	 期　間　９月１日㈭～ 30日㈮

　⑶　本会入会申込みについて

	 正会員　沼本　賢（都窪歯科医師会）

	 　　　　９月１日入会　　　　　　　　承認

５．閉　　会　（中村常務理事）
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今日の視点（木村里栄）
　本日は理事会終了後もも丸ホールにて「地区本会連絡協議会」が開催され，地区歯科医師会会長にお集ま

りいただき本会執行部理事と会談いたしました。西岡執行部もすでに発足より数え，折り返し地点を通過し

たところであり各部の現状報告とこれからの見通しを報告しました。これらのことは各地区においても会員

の先生方に広くご周知いただけるものと思います。また，地区会長からも自身の地区での懸案事項について

の質問などがありました。

　この協議会は本会と地区歯科医師会の連携はもとより連盟や学院も加わった会員全体で支える組織作りに

おいて重要な一角をなす会議と位置付けられます。この会議の存在は会員の方々にも是非知っておいていた

だきたいと思います。

理事会

令和３年度 第55回
令和４年８月25日㈭
18：30～19：42

１．会長挨拶
　先週の口腔がん研修会では，学術部の先生方お

世話になりありがとうございました。移動を伴わ

ずに参加できるこのシステムは，もっと積極的に

活用すれば大きな会員益に繋がると感じました。

またこのシステムに予算を費やせば会員に還流で

きると思います。各部はコロナ禍だから確立でき

たシステムを有効に活用しながら，会員だからこ

そ得られる会員益を更に追い求めてください。

２．報　　告
　【学術部】

　・	８月20日㈯に開催された口腔がん研修会の参

加人数は会場40名，Web127名であった

　【公衆衛生部】

　・	日本学校歯科医会　

	 令和５年１月22日㈰に基礎研修と更新研修を

開催予定

　【その他】

	 各部委員会　　２件　

	 本会関連の研修会・会議等　11件　

	 連　盟　　　　１件

	 学　院　　　　１件

	 国保組合　　　１件

	 その他　　　　２件

３．行事予定
	 本会行事　　　33件

	 連盟行事　　　７件

	 学　院　　　　５件

	 国保組合　　　３件

４．協　　議
〔各種依頼事項〕

　⑴　令和４年度岡山県北方領土返還要求運動県民

会議総会の各議案に対する書面意見書の提出

依頼について

	 事務局対応

　⑵　2022年度近畿・中国・四国	口腔衛生学会	幹

事会・総会の開催と出席依頼について

	 日　時　10月10日（月・祝）　12：05

	 場　所　総合あんしんセンター

	 黒木常務理事出席

　⑶　第39回日本障害者歯科学会総会および学術大

会懇親会の開催と会長臨席（ご挨拶）依頼に

ついて

	 日　時　11月５日㈯　18：30

	 場　所　倉敷アイビースクエア

	 西岡会長出席

　⑷　第39回日本障害者歯科学会総会および学術大

会開催に伴う協力依頼について

	 期　日　11月５日㈯，６日㈰

	 人　員　２名　統括責任者，総合受付

	 黒木常務理事，土肥理事で対応

　５．閉　　会　（北山理事）
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第56回理事会　９月１日㈭

　１．会長挨拶　骨子

　オンライン資格確認原則義務化には，現状からは疑問が拭えず，歯痒い思いでいる。

観念的で道理を欠いている。少数の思いが切り捨てられないよう守ることが大切で，

今後の日歯の対応に注視したい。

　２．報告ピックアップ

　　　【公衆衛生部】

・	歯科往診普及事業で配置した旧式ポータブルレントゲン装置の処分に対し，医療

管理部と連携し，検討中

　　　【渉外部】

・	岡山県警察歯科医会研修会　令和５年２月18日㈯開催に向けて準備

・	「検死の手引」の作成検討

　　　【広報部】

・	「いい歯の日」の新聞広告　11月６日㈰山陽新聞に掲載予定。内容は公衆衛生部と

検討中

　　　【厚生部共済事業部会】

・	新型コロナウイルス感染被害見舞金，最近増加傾向。トータルで34件となる見込み

　３．協議ピックアップ

・	オンライン資格確認原則義務化に伴うシステム導入に関する会員周知について。

「補助金」対象となる期限が迫っていることに重点を置いて内容検討

・	県歯ホームページリニューアル一般向けサイトの内容検討

第57回理事会　９月８日㈭

　１．会長挨拶　骨子

　オンライン資格確認原則義務化は，強制的でありながら現状に則していない。導入

に踏み込めない少数の会員が取り残されないよう日歯に要望を行った。国の制度で会

員が被害を被る事がないようにすることが組織の使命であると思う。

　２．報告ピックアップ

　　　【学術部】

・	令和４年11月　秋季歯科医学大会　準備

・	令和５年３月　ODAシミュレーションコース準備

・	令和５年５月　パーシャルデンチャーをテーマとした学術集談会開催予定

・	「口腔がん研修会」の総括を冊子にして全会員へ送付予定
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　　　【医療管理部】

・	HIV歯科診療ネットワークにおけるオンラインシステム構築に向けて準備中

　　　【公衆衛生部】

・	来年度県委託事業について県健康推進課と協議

　３．協議ピックアップ

・	岡山歯科技工専門学院への支援について

　①来年度学生募集要項は，県下全会員へ送付し，協力依頼

　②今後の継続的な支援について協議

・	文化事業部会主催　大原美術館　鑑賞ナイトツアー開催について

第58回理事会　９月15日㈭

　１．会長挨拶　骨子

　有事における公衆衛生の脆弱性が露見した様相を呈している。老人，小児，障がい

者という社会的弱者が必要な時に適切な医療を受けられる環境作り，医療支援の拡充

は喫緊の課題と位置づけている。大学と連携し，医療体制の充実に寄与，貢献してい

きたい。

　２．報告ピックアップ

　　　【社会保険部】

・	パノラマ算定要件の変更等情報周知の迅速化図る

・	オンライン資格確認原則義務化に伴う診療報酬加算，歯科医院の導入方法，タイム

スケジュール等について周知図る

　　　【公衆衛生部】

・	岡山県フッ化物洗口モデル事業について

　　　【医療管理部】

・	研修会，セミナーのWebでの繰り返し視聴終了

	 　医療安全研修会　　　　　　1,954回

	 　DHスキルアップセミナー　1,039回

　３．協議ピックアップ

・	文化事業部県歯レクリエーション大会への事業者協賛について

・	入会申込書にメール等の記載を設け，会員伝達方法の統一化目指す

・	岡山県地域包括ケアシステム学会における “歯科往診サポートセンター” の紹介発

表の内容について

の理事会ダイジェスト9月
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▶８月17日㈬
　　オン資義務化で

　　　 10月から新加算
　　　中医協が答申　現行の加算は廃止

▶８月17日㈬
　　第２次 岸田内閣
　　　　厚労省に加藤氏
　　　　文科省に永岡氏

▶８月18日㈭
　　金パラ 告示価格

　　　 10月から3,481円
　　　歯科用貴金属価格の随時改定

▶８月19日㈮
　　マスク生活で 
　　　「口臭対策」２割が実施

(218)(218)(218)

〈
略
〉
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マンスリー・デンタル・ニュース・レビュー

▶９月６日㈫
　　大型骨欠損の再生に成功
　　　　東北大と神歯大ら

▶９月８日㈭
　　歯科医師資格管理に
　　　マイナンバー活用へ
　　　　厚労省案

〈
略
〉

の歯科界9月 トピックス

9/9	 社保歯科６月診療分
	 　点数　16,953,927,000点　前年同月比　1.5％増
	 　件数　 13,849,000件　前年同月比　2.8％増
	 令和２年　初診矯正患者　平成29年の3.6倍

に増加

9/12	 日歯　8020テレビ
	 　「口臭」の解消法など解説

9/13	 フソバクテリウムの「ポリアミン」産生
で歯周病菌の病原性が増加

	 　大阪大学と米国ルイビル大学との共同
　研究

9/14	 良好な口腔状態は　がん転移を抑制
	 　ミュータンス菌が転位促進　

9/15	 令和３年施設基準届出数「外来環１」の
増加が最多

	 次いで「CAD／ CAM冠」が増加し，
56,071施設に

9/16	 日医　物価高騰の影響を受けている医療
機関への臨時交付金による支援を要望

9/20	 東京医科歯科大　ベンチャー企業体験の
機会を提供

9/21	 令和３年度歯科概算医療費
	 　３兆1,499億円　前年比	4.8％増加
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１．報　　告

　⑴　７月	新入会員　なし

　⑵　審査委員・検討委員連絡協議会　７月２日㈯　17：00　もも丸ホール

　⑶　令和４年７月	保険医療関係機関連絡会議　７月７日㈭　14：30　もも丸ホール

　⑷　社保講習会

　　　　・大阪歯科大学岡山県同窓会　７月９日㈯　16：30　アークホテル岡山　大塚	検討委員

　⑸　支払基金	支部運営委員会　７月11日㈪　14：00　

　　　　・2022年４月診療分

　　　　　　前年同月対比　　支払額　101.2％　　件数　101.6％

　　　　　　前 月 対 比　　支払額　 90.5％　　件数　 89.3％

　　　　・本人　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　2022年３月診療　　岡山県　1,369.6点　　全国平均　1,300.1点

　　　　　　2021年３月診療　　岡山県　1,384.2点　　全国平均　1,320.0点

　　　　　　前年同月対比　　岡山県　 98.9％　　全国平均　 98.5％

　　　　・家族　レセプト１件当たりの平均点数

　　　　　　2022年３月診療　　岡山県　1,199.5点　　全国平均　1,147.8点

　　　　　　2021年３月診療　　岡山県　1,201.5点　　全国平均　1,164.7点

　　　　　　前年同月対比　　岡山県　 99.8％　　全国平均　 98.5％

　⑹　個別指導　７月14日㈭　14：00　ピュアリティまきび　１医療機関（会員）

　　　　　　　　７月28日㈭　14：00　702・703会議室　２医療機関（会員）

　⑺　中国地方社会保険医療協議会	岡山部会

７月25日㈪　13：30　田頭	常務理事　新規指定医療機関　１医療機関

　⑻　令和４年度中国地域歯科医師会連合会社会保険担当者連絡協議会

７月30日㈯　15：00　山口グランドホテル　田頭	常務理事，後藤	理事，佐伯	理事

　⑼　国保審査委員会報告（レセプト１件当たりの平均点数）

　　　　　　2022年３月診療　　国保　1,425.3点　　後期高齢者　1,569.7点

　　　　　　2021年３月診療　　国保　1,455.2点　　後期高齢者　1,596.7点

　　　　　　前年同月対比　　国保　 97.9％　　後期高齢者　 98.3％

　　 第11回　社会保険部検討委員会報告
令和４年８月６日㈯ 　16：00 ～ 19：00
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　⑽　社保相談窓口報告

　⑾　そ　の　他

２．行事予定

　⑴　個別指導　８月25日㈭　14：00　702・703会議室　２医療機関（会員）

　⑵　審査・検討小委員会　９月10日㈯　15：00　601会議室

　　　　　　　　　　　　　10月１日㈯　15：00　601会議室

　⑶　第12回　検討委員会　９月10日㈯　16：00　もも丸ホール

　　　第13回　検討委員会　10月１日㈯　16：00　もも丸ホール

　⑷　新入会員社保研修会　10月１日㈯　19：00　もも丸ホール

３．協　　議

　⑴　「検討委員会からのお知らせ」について

　⑵　「そこが知りたいＱ＆Ａ」について

　⑶　「社会保険診療指導必携」について

　⑷　新入会員社保研修会について

　⑸　そ　の　他

社会保険部

　私の所属する（一社）都窪歯科医師会では２か月に一度定例会を開催（現在はオンライン）し

ています。定例会への会員参加を促すために企画を用意しますが，最も参加者が多いのが社保

セミナーです。

　今年度から，社保の底上げと若手育成を目的に社保委員会を積極的に開催し，若手先生（委

員）にセミナー講師をしてもらうことになりました。また，新入会員はみな社保委員になりま

す。社保と同時に我が歯科医師会自体の活性に繋がるものと期待しています。

弘末　	勝（都窪歯科医師会）

～検討委員の独り言～



ー 19 ー

J. ODA  vol.909     ’22-10社会保険部

令和４年度 中国地域歯科医師会連合会 社会保険担当者連絡協議会
　令和４年７月30日㈯15時から約２時間に

わたり山口グランドホテルにて標記連絡協

議会が開催された。昨年はコロナの影響で

Web開催だったため，２年ぶりの対面での

開催となった。連日，各県コロナ新規感染

者数が最高を更新しているような状況であ

り開催が危ぶまれたが，今年は懇親会が中

止となり協議会のみが開催された。

　岡山県からは田頭常務理事，後藤理事，

佐伯理事，事務局より秋山書記の４名，その他各県２名～３名，山口県からは12名，計24名の参加であ

った。

　来賓として日本歯科医師会	林	正純常務理事をお迎えし，当番県である山口県歯科医師会	上田真三	

常務理事が座長を務め協議が行われた。

　日本歯科医師会	林常務理事より令和４年度診療報酬改定の総括（決定までの経緯や背景など），高騰

する金パラについて代替材料へのシフトを検討する場合の課題や問題点，令和４年６月７日閣議決定さ

れた『骨太の方針2022』に「保険医療機関に2023年４月からオンライン資格確認原則として義務付ける。

生涯を通じた歯科健診（いわゆる国民皆歯科健診）の具体的検討」と明記された件についてなど，スラ

イドを用いた報告と解説がなされた。

　続いて協議に移り，各県より提出されている協議題について議論が行われた。

・Web開催での施設基準に必要な研修会を受講できない場合の対応

・研修会をWebで行った時の配信方法，受講確認の方法

・レセコン等の情報機器を使用していない会員への情報発信についての対応

・オンライン資格確認やオンライン請求についての状況，取得向上に向けた取り組みについて

などデジタル関係・ICTについての協議題が多かったのが印象に残った。そして改定後でもあったため︐

・今回の診療報酬改定に関連したレセプト請求において返戻・査定等の事例

・SPT算定要件の変更に伴う算定傾向の変化，か強診施設基準の取得状況の変化

などの協議題も出ており，活発な意見交換がなされた。

　昨年はWebでの参加だったが，今回は対面で会議を行うことができたのがやはり良かった。会議の

雰囲気や活発な意見交換など，オンラインではない緊張感を感じることできたのがなによりだった。今

回は残念にも懇親会は中止となってしまったが，いろいろな情報が得られるとても良い機会だと聞いて

いるので，次回は懇親会にもぜひ参加したい。一日も早くコロナが落ち着き，その際は，皆がマスクを

外してお互いの表情が見える状態になることを強く望む。 （理事　佐伯正則）
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歯科衛生士の社会的認知度を高める事業
　広報部では６月４日㈯～10日㈮の「歯と口の健康週間」にあたり，新聞広告を企画実施しました。先

月の広報誌にてご応募いただいた一言アピールを抜粋し，紹介しました。今回は，紙面の都合で掲載で

きなかった一言アピールを更に紹介させていただきたいと思います。ご応募いただいた方々皆様から，

歯科衛生士さんへの感謝の気持ちが伝わり，私たちも暖かい気持ちになりますね。

	・	私の子どもに優しくたくさん褒めてくれるので，私も子どももホッと笑顔になります。（39才　女性）

	・	歯科衛生士さんなのに，変幻自在で時には先生らしさも垣間見える歯のプロフェッショナルな僕の格

好いい奥さん。	 （34才　男性）

	・	いつも笑顔で優しく向き合ってくれます。磨きが足らないところを自ら歯ブラシで教えてくださいま

す。正しく磨いていればまだまだ自分の歯で食べれますよ。と笑顔で答えてくださいます。

	 	 （60才　男性）

	・	いつも先生と寄り添ってくれて，私の歯の健康を守ってくれます。歯科衛生士さんに，大丈夫です

よー，すぐ終わりますよー，と声をかけてくれると安心します。	 （46才　女性）

	・	歯医者通いは嫌だけど，笑顔と優しい声かけに励まされて，ちょっぴり歯科治療が好きになるから不

思議です。	 （43才　女性）

	・	お母さんとずっと一緒に笑えるように，歯を大事にしましょう，ハハハ。と，緊張していた幼き日の

息子を笑わせた歯科衛生士さん。あれから，12年。虫歯もなく，同じ歯医者に通い，自分で自転車に

乗って，フッ素を塗りに行く息子の良きサポーターになってくれて，とても心強いです。

	 	 （43才　女性）

	・	高齢者の私，腰の手術をしてめまいも時々あります。３か月に一度，歯の手入れにもう数年お世話に

なってます。お声かけが優しくて「腰の方大丈夫ですか」「無理をしないでね」「よく歯みがきされて

ますね」多分私だけでなく他の人にもお声かけされていると思います。素敵な衛生士さんです。

	 	 （78才　女性）

	・	歯石，歯垢取りの最後に行う歯科衛生士さん手動の仕上げ磨きにいつも感激！その気持ち良さといっ

たら筆舌に尽くせません。お口もスッキリさわやか。歯ぐきも私も衛生士さんも笑顔で完了です。

	 	 （65才　女性）

	・	３か月に一度のメンテナンスで仕上げに歯ぐきのマッサージをしてくれたり，口の中の状態を見て，

精神状態まで心配してくれます。至福の時間でもあり，天使です。	 （55才　女性）

　いかがでしょうか。このような声かけは，普段は恥ずかしさもあり直接聞くことはあまりないかもし

れません。ですが，これだけの感謝の気持ちを歯科衛生士さんに抱いてくれています。本当に，やりが

いに溢れた素敵な職種だと思います。ぜひこの声を届けていただき，日々の仕事のモチベーションに繋

げていただけたら幸いです。

（副委員長　緑川皓明）
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研修会開催のお知らせ

研修会名：令和４年度 岡山県糖尿病医療連携セミナー

　　　　　糖尿病医療連携体制を担う慢性合併症治療医療機関（歯周病）認定・更新研修会

日　　時：令和４年12月18日㈰　10：00 ～ 12：00

形　　式：Web配信及びもも丸ホール（先着60名）

講　演Ⅰ：「糖尿病医療連携推進事業と糖尿病の診断，病態と治療 」

　　　　　　　講師：岡山大学病院　新医療研究開発センター　教授　四方賢一 先生

講　演Ⅱ：「糖尿病と歯周病 up to date」

　　　　　　　講師：岡山大学病院・歯科（歯周病部門）　講師　大森一弘 先生

共　　催：岡山県糖尿病対策専門会議，一般社団法人　岡山県歯科医師会

※	詳細及び申込みについては11月号でお知らせいたします。

労働安全衛生規則（歯科特殊健診）の
一部改正についてのお知らせ

　事業所は有害な業務に従事する従業員（塩酸，硝酸，硫酸，亜硫酸，弗化水素，黄

りんその他歯又はその支持組織に有害な物のガス，蒸気又は粉じんを発散する場所に

おける業務）に対して歯科健康診断を行わなければなりません。これまで，常時50人

以上の労働者を使用する事業者は，歯科健康診断（定期のものに限る）を行ったとき

は，遅滞なく，定期健康診断結果報告書を所轄労働基準監督署長に提出しなければな

らないこととなっていましたが，10月より歯科健康診断を実施する義務のある事業者

について，使用する労働者の人数にかかわらず，安衛則第48条の歯科健康診断（定期

のものに限る）を行ったときは，遅滞なく，歯科健康診断結果報告書を所轄労働基準

監督署長に提出するとの改正が行われております。
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医療管理ニュース  Vol.75

スタッフの健康診断を実施していますか？
事業者は，労働安全衛生法第66条に基づき，労働者に対して，医師
による健康診断を実施しなければなりません。

健康診断の種類 対象となる労働者 実施時期

雇入時の健康診断 常時使用する労働者 雇入れの際

定期健康診断 常時使用する労働者 １年以内ごとに１回

労働安全衛生法に基づく健康診断の対象は常時使用する労働者ですが，歯科医院には結核定期

健康診断実施報告の義務もありますので，健康診断は全従業員（院長含む）に実施するべきで

しょう。

【健康診断の費用】

事業者が費用を全額負担します。

【健康診断結果の保管】

５年間保有する義務があります。

【健康診断結果に異常が見られた場合】

従業員の健康を保持するため，医師からの意見聴取を行い，必要あれば保健指導，就業内容

の変更，休暇付与等の措置を講じます。
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HIV陽性者歯科診療ネットワーク運用について

　令和４年５月より各地区にて説明会を開催させていただき，７月１日からご登録をお願いして

おりました本ネットワークですが，大変多くのご協力をいただき８月末時点で300施設を超える

ご登録をいただきました。会員の先生方のご理解ご協力に心より感謝申し上げます。

　本ネットワークは今後も引き続き協力歯科医院へのご登録を受け付けて参りますので，ご返信

を頂いていない先生からのご連絡をお待ちしております。

　（県歯事務局086-224-1255：担当平井	または	県歯ホームページ登録フォーム）

　今後は本年度中のネットワーク運用開始に向け，県庁健康推進課および県内10か所のエイズ治

療拠点病院の担当者と協議を重ねて参ります。ご登録いただきました先生には運用開始が決まり

次第改めてご連絡させていただきますので今暫くお待ちください。

医療管理部

地区歯科医師会だより

「大規模災害時の防災備蓄品としての歯ブラシの寄贈」

　玉野市歯科医師会

　令和４年８月４日㈭に玉野市役所
に於いて玉野市歯科医師会は災害時

に避難所等で使用していただく歯ブ

ラシ5,000本の寄贈を行いました。

　桜井会長から「晴れの国岡山県で

も４年前には西日本豪雨災害を各地

で被災しました。また，将来予測さ

れている南海トラフ地震もありま

す。避難所での健康維持の為，口腔

の清掃は重要であり，会員の総意により本日の寄贈に至りました」と挨拶がありました。

　柴田義朗玉野市長より「災害時に歯ブラシを活用しての市民の健康維持に努めたい」とお礼の言葉が

ありました。コロナ禍の多忙な時期での訪問でありましたが，現行の幼児歯科健診から国民皆歯科健診

等のお話しもでき有意義な寄贈式でありました。

（モニター　千葉浩之）
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　倉敷歯科医師会
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令和４年度　赤磐市　歯ッピー教室

　赤磐歯科医師会

　８月18日㈭赤磐市山陽保健センター

にて赤磐市在住の４・５・６歳児とそ

の保護者を対象に歯ッピー教室を開催

しました。

　昨年・一昨年と新型コロナウイルス

感染拡大のため開催を見合わせていま

したが，本年は参加者数を少人数に限

定し３年ぶりの開催となりました。

　本活動は赤磐市健康増進課，歯科衛生

士会，愛育委員会，栄養改善協議会等の

協力を得て実施しています。

　赤磐歯科医師会会長の坂本先生の挨拶に続き，公衆衛生担当の内藤先生から歯の健康に関するお話を

クイズ形式でしていただきました。

　その後，食育ブースでは食育展示を見ていただき，管理栄養士からの栄養相談を行いました。

　絵本のブースでは歯の健康に関する絵本の紹介と虫歯予防の紙芝居をしました。

　ブースの見学の後に歯科医師による歯科検診，無料矯正相談，

フッ素塗布を行いました。

　参加者には歯ブラシ・歯磨き粉等の口腔衛生用品セットとリー

フレットの配布，歯に良いおやつ（小魚）をプレゼントしました。

　事後アンケートに協力してもらい，日頃の口腔清掃の状況，食

習慣，フェアの感想，今後の要望等を記入してもらいます。結果

は，市の健康増進課の方が集計してくださり，反省会にて検診結

果やアンケート結果を基に，虫歯罹患率の推移や今後の対策を検

討し，次年度の課題を相談します。

　今後も行政ならびに各機関と協力し，フェアの発展継続ならび

に市民の健康増進に役立てていこうと考えています。

（モニター　佐々木真一）

地区歯科医師会だより
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「協力，成長そして感謝」
岡山市歯科医師会　三浦　真由美

　生まれ故郷である岡山に開業して，早いもので約３年半の月日が経ちました。開業時期，私の家族は

というと，長男と夫はドイツ，私と次男は日本でと別々暮らし。開業前後は，皆様もご存知の通り，気

もそぞろになるのと同時に，様々な不安に襲われ，身体的にも肉体的にも心憂い期間でもあります。

　その当時，次男は４歳。可愛い反面，まだまだ手のかかる時期。「待機児童」問題を回避するため，

私は両親と世帯を分けて生活せざるを得ず，当時の私の生活は絵に描いたような「ワンオペ家事＆育児」

状態。延長保育終了時刻の20時を過ぎて次男を保育園に迎えに行き，それから買物，夕飯の支度，お風

呂を沸かす，子供に夕飯を食べさせる，お風呂に入れる，寝かしつける，明日の支度，という日もしば

しばありました。

　そんな生活が開業後，約２年続きましたが，昨年の春，長男の中学進学を機に，夫と長男が岡山に合

流しました。久々に家族全員揃った生活のスタートです。慣れない生活からか，最初の頃は，私自身も

家族もストレスを感じる事が多々ありましたが，晴れて「ワンオペ家事＆育児」からの解放です。現在

は，料理の得意な夫が夕飯の支度，片付け，買い物，ゴミ出し，子供の習い事の送迎を担当し，私が朝

食の支度，弁当作り，掃除全般を担当しています。子供たちも家事に参加してくれています。長男は風

呂掃除（平日），洗濯物の取り込み，たたむ，次男は風呂掃除（週末）といった感じです。

　さらに，子供達の成長は目まぐるしいもので，中学２年生の長男は，身の回りの事から学校の事，ほ

ぼ全ての事において両親の手はかからず，私の送迎が必要だった小学２年生の次男は，今では岡山駅付

近の習い事から，自分でバスと電車を乗り継いで帰宅す

るまでになりました。

　今，私が快活に仕事に取り組める環境は，何よりも家

族全員の協力と子供たちの成長無くしては成し得ること

ができません。多忙な日常のなか，普段は当たり前のよ

うに感じている家族の協力や子供の成長を，今回の原稿

を執筆することで，改めて気付かされました。そんな私

の誇らしい家族に，この場を借りて「感謝」の気持を表

したいと思います。ありがとう。（写真は父親から料理

を学んでいる次男です）

次回は 小野総一郎 先生（岡山市歯科医師会）をご紹介します。
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「最近はまっていること」
都窪歯科医師会　藤田　史子

　何年か前に図書館で借りた本，もう表題は忘れてしまったが，食べ物を食べた後，種を採取して育て

てみようという内容の本に興味を惹かれ，実践してみた。

　最初のころはレモン・ゆずなど柑橘系の種を撒いてみた。意外と発芽率はよく，芽が出て順調に成長

していってくれるが，花も咲かなければ，ましてや，実も付けない。よく調べてみると，実生の苗から

実をつけるには何年も年月がかかるとのこと。柑橘の姿を目にするにはしばらく時間がかかりそうだ。

おかげで青い葉っぱはアゲハの幼虫のおいしい餌である。

　なかなか実がつかないのは土が良くないから・・・と思い土づくりにも挑戦してみることにした。自

宅から出る野菜くずを原料に糠などを混ぜ，いろいろ試してみた。植物が枯れた冬に土を掘り返してみ

ると，たくさんの小さなミミズが・・・。

　まだ見ぬ柑橘は難しいとして，土づくりは結構成功している？せっせと野菜くずをプランターに運

び，土づくりをしていると，野菜くずの中に混じっていたカボチャやスイカの種から芽が出て，蔓を伸

ばし，育っていった。

　カボチャの雌花の元には小さなカボチャの子どもが。ここ二年ばかり，子どもは見かけるのに，大き

くならず。植物に詳しい子どもに尋ねてみると，きちんと受粉させないと大きくならないとのこと。今

年はしっかり受粉させ，ヒイラギのそばに延びている蔓の陰に拳大のカボチャを見つけた時の嬉しさは

格別だった。同じウリ科でもスイカは受粉させなくても実は大きくなるのに・・・。ただし売り物のよ

うな大きさまで育つことはないらしい。種類によっていろいろ違うことに改めて気が付いた。

　こうやって紆余曲折を経ながら日々の生活を送っている。

　春にはプランターになっているイチゴを直取りして，おいしいと食べてくれた孫に喜んでもらえるよ

う，これからもいろいろ挑戦していこうと思う。
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令和４年度 中国地区歯科衛生士養成機関連絡協議会

　令和４年８月20日㈯にホテルサンルート徳山にて「令和４年度中国地区歯科衛生士養成機関連絡協議

会」が開催され，岡山高等歯科衛生専門学院からは木村学院長，竹下副学院長，黒木教務部長，有田，

古林の５名が参加しました。

　今年度の当番校は山口県歯科医師会立山口県高等歯科衛生士学院で，懇親会は中止となったものの，

感染対策を施した上で３年ぶりの実開催となりました。

　眞木吉信理事長より，新型コロナ感染症の影響で学生の十分な臨地臨床実習が行えていない等の問題

点やその対策，また歯科衛生士国家試験出題基準の傾向とコロナ禍の歯科衛生士教育についてのお話し

がありました。

　基調講演は，「歯科衛生士教育を巡って～歯科衛生士国家試験出題基準改定から～」というテーマで

明海大学	安井利一先生が講演され，社会のニーズに合った歯科衛生士を輩出していくため，医療職と

の連携も視野に入れての定期的な歯科衛生士国家試験出題基準の見直しを今後も行う予定であるとのお

話でした。

　協議事項は「学生の多様性への取り組みについて」「国家試験対策について」であり，活発な議論が

行われました。

　次期当番校は島根県歯科技術専門学校歯科衛生科です。

（教務主任　有田泰子）
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生活習慣病健診の補助について
（２.３種組合員の補助額を増額しました）

　令和４年度生活習慣病健診補助金は，下記の通りになりました。健康づくりのために，ぜひご活用く

ださい。

　淳風会施設健診以外をご利用の場合，申請が必要です。会員からスタッフにも周知の上，申請漏れが

ないようにお願いします。

【生活習慣病健診】

　　　　　　　補助額・１種組合員	 12,800円

　　　　　　　　　　・後期高齢者組合員・１種家族	 6,800円

　　　　　　　　　　・２.３種組合員 1,800円 （600円増額）

《補助金利用例》すべての補助金を利用できた場合

生活習慣病健診 特定健診 がん検診 節目健診 補助金総額

２．３種組合員 1,800円 7,150円 20,900円 30,000円 59,850円

＊節目健診については淳風会施設健診をご利用いただいた場合も申請が必要になります。

※ご不明な点は，歯科医師国保事務局までお問い合わせ下さい。

国保の歯科 ぺえじvol.10

新型コロナウイルス感染症に伴う傷病手当金の支給について
（適用期間延長のお知らせ）

　新型コロナウイルス感染症に伴う傷病手当金の適用期間について令和４年12月31日まで延長されたこ

とをお知らせいたします。支給対象者の該当要件については，全国歯科医師国民健康保険組合ホームペ

ージをご参照頂き適切なご判断をお願いいたします。

支給対象となる日数	 就労ができなくなった日から起算して４日目以降に就労を予定していた日数

支　　給　　額	（直近の継続した３か月間の給与収入の合計額÷就労日数）×2/3×支給対象となる日数

	 ※給与等の全部又は一部を受け取ることができる場合，支給されない場合があります

適　用　期　間	 令和２年１月１日～令和４年12月31日

時　　　　　効	 業務復帰から２年間以内

提　出　書　類	 新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金支給申請書

	 （全国歯ホームページからダウンロード）

申請書類の請求，提出及び問合せ先

　　〒166-0002　東京都杉並区高円寺北２-24-２

　　全国歯科医師国民健康保険組合	東京事務所	給付係	宛　　電話03-3336-8818　FAX03-3336-8838
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大阪歯科大学岡山県同窓会創立90周年記念講演のご案内

　大阪歯科大学岡山県同窓会はこのたび創立90周年を迎えることとなりました。つきましては，これを

記念し，日本歯科医師会元会長	大久保満男先生をお招きして記念講演を開催いたします。ご繁忙の際，

誠に恐縮ですが岡山県歯科医師会の先生方にもぜひご聴講賜りたくご案内申し上げます｡

日　時：令和４年11月23日（水・祝）　16：00 ～ 17：00

会　場：ホテルグランヴィア岡山

演　題：「歯科医師会の歴史」自立と自尊の精神を求めて

演　者：日本歯科医師会 元会長　大久保満男 先生

【大久保満男先生ご略歴】

昭和41年　日本大学歯学部卒業　　　　　平成12年　静岡県歯科医師会会長

　　42年　歯科大久保医院開業　　　　　　　16年　日本歯科医師連盟会長

　　60年　静岡市歯科医師会会長　　　　　　18年　日本歯科医師会会長

申し込み方法

氏名，出身大学，電話番号，FAX番号を記して下記宛にFAXをお願いします。

連絡先：FAX	086－486－0302	　大阪歯科大学岡山県同窓会	専務理事	田村彰規

締め切り：令和４年10月31日㈪

　なお，新型コロナウイルス感染防止対策としてお申込み多数の場合は先着順にて人数制限をさせてい

ただく場合がございます。ご理解のほどよろしくお願いいたします。

　　「ブーム」

恵　　　タピオカ，キャンプ，ペット，高級食パンなど様々な物が，意外なきっかけでブー

ムと言われるものに次々となっています。何がどうしてブームになるかは，誰にも分からな

いと思いますが，これからも数々のブームが起こっては，次のブームの波にさらわれ，誰に

も気に留められないまま消えていきます。しかし，時を経て再び脚光を浴びることもありま

すが，本当に素晴らしいものはブームとは関係なく，定番そして文化という形で廃れること

なくあり続けるのではないでしょうか。ちなみに「マイブーム」という言葉，死語に近いら

しいですが，皆さんのマイブームは何ですか？

神
野
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１．本　会

 　　⑴ 診療報酬割会費（社保，国保７月診療の窓口分を含む総診療費の　　 を控除）

　　⑵ 令和３年度本会会費第２期分 （35,000円）

２．全国歯科医師国保組合

　　⑴ 収入割，均等割保険料調定額

　　⑵ 収入割保険料（令和３年支払いの窓口分を含む総診療費の　　×　　）

３．日本歯科医師会

　　⑴ 年金保険料（11月分）

　　⑵ 福祉共済保険料（11月分）

2.8
1000

6.5
1000

1
12

10月の収納金

１日	 編集委員会（集稿）

	 国保組合　令和４年度支部指導監督

２日	 学術部正・副委員長会（Zoom）

４日	 岡山県学校保健研究大会（Web開催　美作市）

	 ジャパン保険岡山と面会

	 第53回理事会

５日	 日本障害者歯科学会準備報告会

６日	 第19回警察歯科医会全国大会

	 社保　審査・検討小委員会

	 社会保険部検討委員会

８日	 支払基金　支部運営協議会

	 編集委員会（初校）

10日	 BCP（事業継続計画）打合せ

16日	 医療管理部小委員会

17日	 医療管理部正・副委員長会

18日	 岡山大学　江草教授と面会

８月　会の動き

８月末日現在　正会員数1,028名

◎番号の変更

　浅野　征大　正会員　勝英　P57

　［新］（診）TEL	0868－72－3985

　上田　恭史　正会員　吉備　P49

　［新］（診）FAX	086－631－9093

　半井　紀昭　正会員　玉野市　P43

　［新］（自）TEL	0863－21－2917

（Ｐ＝会員名簿のページ）
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10月・11月　本会の予定

10月１日　社保　審査・検討小委員会

　　　　　社会保険部検討委員会

　　　　　新入会員社保研修会

　　　　　玉島歯科医師会納涼例会

　　２日　DHベーシックコース

　　３日　編集委員会（集稿）

　　４日　女性活動支援部会（Web）

　　６日　第59回理事会

　　７日　令和４年度岡山県食の安全・食育推進

協議会

　　　　　学院　第１回学院評価委員会

　　８日　岡山県医療研究会第23回学術集会

　　10日　2022年度近畿・中国・四国口腔衛生学

会幹事会・総会

　　12日　岡山県四師会懇談会

　　13日　第60回理事会

　　　　　編集委員会（初校）

　　15日　学院　指定校推薦入試

　　16日　令和４年度日歯生涯研修セミナー B

（サテライト）

　　17日　支払基金　支部運営協議会

　　　　　令和４年度社会保険指導者研修会

　　　　　中国地域歯科医療管理学会　　　　　

第２回役員会（Web）

　　　　　岡山県歯科保健優良校審査会　　　　

（一次審査）

　　18日　学院　指定校推薦入試合否判定委員会

　　19日　医療管理部正・副委員長会

　　　　　国保組合　令和４年度臨時委員会

　　20日　令和４年度広島国税局管内税務指導者

協議会（広島）

　　　　　令和４年度スポーツ歯科に関する研修

会（東京）

　　　　　第61回理事会

	 岡山大学　伊原木准教授と面会

	 岡山県保健福祉部　徳本部長新任挨拶

	 日本学校歯科医会「学校歯科医生涯研修制

度」における「基礎研修」「更新研修」（Web

会議）

	 第54回理事会

	 編集委員会（二校）

20日	 口腔がん研修会（もも丸ホール，Web配信）

21日	 国保組合　令和４年度第２回臨時委員会

22日	 歯科衛生士支援事業第５回実務者会議

	 女性活動支援部会（Web会議）

	 公衆衛生部正・副委員長会

23日	 令和４年度岡山県歯科保健対策協議会

	 社保研修会

25日	 日歯　第18回理事会

	 岡山県歯科保健図画ポスターコンクール審

査会

	 令和４年度第１回岡山県国民健康保険運営

協議会

	 富士フィルムビジネスイノベーションジャ

パン㈱と面会

	 ジャパン保険と面会

	 第55回理事会

	 地区・本会連絡協議会

26日	 中国地方社会保険医療協議会岡山部会

	 渉外部（岡山県警察歯科医会）委員会

29日	 第50回岡山県がん診療連携協議会（Web会議）
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10月４日　真　庭　理事会

　　６日　岡山市　三役会

　　　　　津　山　定例会

　　７日　児　島　理事会

　　11日　新　見　理事会

　　12日　玉野市　理事会

　　14日　岡山市　理事会

　　16日　岡山市　技工学院第一次入学試験

　　18日　赤　磐　理事会

　　20日　勝　英　例会
　　21日　都　窪　理事会
　　23日　吉　備　「吉備路お口の健康まつり」　

　　　（リブ21）
　　26日　津　山　理事会
　　28日　岡山市　理事会
　　　　　倉　敷　定例理事会
　　　　　都　窪　定例会
　　29日　玉野市　「元気が一番まつり！展（Ten）」

　　　（～ 30日）

10月・11月　地区歯科医師会の予定

　　　　　「日歯会長予備選挙」選挙人抽選会

　　　　　編集委員会（二校）

　　　　　第86回全国学校歯科保健研究大会　

（～ 21日　於甲府市）

　　　　　国保組合　コンプライアンス研修会・

健康づくり推進部会

　　21日　日歯　第１回令和４年度歯科医師臨床

研修指導歯科医講習会（Web）

　　22日　岡山県歯科技工士会「令和４年度歯科

技工士資質向上講習会」

　　23日　第13回中国四国地方HIV陽性者の歯科

診療体制構築のための研究会議

　　25日　中国地方社会保険医療協議会岡山部会

　　26日　令和４年度「岡山県子どもを健やかに

生み育てるための環境づくり推進協

議会」

　　　　　編集委員会（終校）

　　　　　国保組合　第３回常務会

　　27日　岡山県歯科保健優良校審査会　　　　

（二次審査）

　　　　　第62回理事会

　　　　　新入会員セミナー

　　30日　中国地域歯科医療管理学会　　　　　

総会・学術大会（鳥取）

11月１日　編集委員会（集稿）

　　６日　文化事業部会レクリエーション「テニス」

　　10日　第63回理事会

　　　　　編集委員会（初校）

　　13日　文化事業部会レクリエーション「ゴルフ」

　　15日　岡山県老人クラブ連合会　　　　　　

「県老連創立60年記念式典」

　　16日　医療管理部正・副委員長会

　　17日　第64回理事会

　　　　　編集委員会（二校）

　　24日　第65回理事会

　　　　　編集委員会（終校）

　　30日　令和４年度都道府県歯科医師会広報担

当理事連絡協議会
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　　30日　倉　敷　法人設立50周年事業「歯科衛

　　　生士のためのレベルアップ・

　　　ハンズオンセミナー」

11月３日　児　島　「お口の健康フェア2022　　
　　　		歯ッピータウン	in	児島」

　　４日　児　島　理事会
　　５日　倉　敷　法人設立50周年事業「日本障

　　　害者歯科学会」（倉敷市開催）

　　　への協力及び参加（～６日）

　　６日　岡山市　「歯ッピーフェア」

　　８日　岡山市　三役会

　　　　　新　見　理事会

　　９日　玉野市　理事会

　　10日　津　山　定例会，臨時総会

　　　　　倉　敷　障がい者歯科診療コンサルテ

　　　ーション

　　11日　岡山市　理事会

　　12日　和　気　備前市福祉まつり

　　　　　高　梁　ブランチプロジェクト

　　13日　岡山市　技工学院第二次入学試験

　　　　　勝　英　ブランチプロジェクト

　　15日　真　庭　例会

　　18日　都　窪　理事会

　　20日　倉　敷　法人設立50周年事業　　　　

　　　「介護・訪問歯科セミナー」

　　22日　津　山　理事会

　　25日　岡山市　理事会

　　　　　倉　敷　定例理事会

　　26日　倉　敷　法人設立50周年事業　　　　

　　　「会員＆家族　懇親パーティー」

　　　（国際ホテル）
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